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■ 熱いお湯で煎れた方が感染予防の効果■ 熱いお湯で煎れた方が感染予防の効果増大！増大！

緑茶を飲んで「苦い」「渋い」と感じましたら、それはカテキ
ンパワーが摂取されたという証明です。まさしく苦い渋いがカ
テキンの味です、カテキンは高温の８０℃以上で溶けだしますカテキンは高温の８０℃以上で溶けだします。
茶カテキンがウイルス抑制効果があるとされています。
新型コロナウイルスに効果があるという検証は現時点でされて
いませんが、インフルエンザ予防には抗ウイルス作用があるこ
とは検証されています。
毎日緑茶を飲むだけで、ウイルス対策予防になると思います。
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■　■　カテキンの抗インフルエンザウイルス作用カテキンの抗インフルエンザウイルス作用

緑茶にはインフルエンザの原因となるウイルスや小児の風邪の原因となるウイル
スに直接作用して、これらのウイルスの感染を無力化する成分が含まれています。
カテキンがその代表です、茶カテキンの中でも特にエピガロカテキンガレート(E
GCG)が強い作用を示すことが明らかになっています。

茶カテキンは、インフルエンザウイルスの表面
にある突起(スパイク)に結合し、宿主細胞表面
へのウイルスの吸着を阻害して感染を防ぎます。
この効果は、インフルエンザウイルスの型には
よらないといわれています。
緑茶にはカテキン以外にも、テアニン、ビタミ
ンＣといった感染に対する免疫力を高める成分
が含まれていますので、緑茶の飲用によるイン
フルエンザ予防効果は十分期待されています。

カテキンの抗インフルエンザウイルス作用
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